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１　ミニシンポジウムの趣旨

　京都ＦＤ開発推進センター（以下、本センター）は、平成

18年度文部科学省「戦略的大学連携支援事業」に採択され

た京都地域18大学・短期大学の連携事業により設置され、

これまで2年半にわたって数多くの取組を進めてきた。本セ

ンターの活動は、大学コンソーシアム京都において取り組

まれてきたＦＤ活動・ＦＤ研究の蓄積を母体として、特に

中小規模大学のＦＤ活動を牽引していくことを使命とし、

様々な形で大学教育に関する情報を連携大学内外に提供

してきた。

　本センターの活動の最も重要な柱が，予算やマンパワー

の観点から中小規模大学が単独では実施が難しい体系的

な研修プログラムの開発であった。本センターでは、連携大

学においてＦＤ活動を積極的に推進していく役割を担う各

大学のＦＤ担当者を主なターゲットにして、京都ファカルテ

ィーデベロッパー塾を2009年度には3回，2010年度は6回，

定期的に開催してきた。さらに各大学でＦＤ活動を進める

にあたって、学長，副学長クラスによるＦＤ推進と、ＦＤ担

当者への支援は不可欠であるとの認識から、大学コンソー

シアム京都加盟大学の教員管理職を対象として、狭義では

なく広義のＦＤ活動についての研修会を企画し、2010年6

月に33名の管理職教員に参加いただいて実施した。

　本センター主催「新任教員合同研修」は、こうした階層別

ＦＤ研修プログラムの一環として、国立教育政策研究所が

考案・提唱している「新任教員研修プログラムの基準枠組」

を準用し、京都地域の18 大学・短期大学の新任教員が共

通して必要となる知識、理論、技術、そして意識を身につけ

ることを目的として実施してきた。

　ＦＤの取組の中でも新任教員に対するＦＤ研修は、大

学教員としての自己認識を大学や社会が求める大学教員

像とすり合せるものであり、大学教育およびＦＤの今後の

展開にとって、きわめて重要な位置を占めることが予想さ

れる。また大学教育改革が、教育から学習へのパラダイム

転換を伴って進められていく中で、研修プログラムのコン

テンツのみならず、研修プログラム構築のプロセスも問わ

れることになるであろう。

　本ミニシンポジウムでは、新任教員研修の実践事例を紹

介するとともに、基準枠組の意義あるいはプログラム開発

目的の検証、さらには今後の改善へ向けた課題を話し合う

ことを狙いとした。
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２　ミニシンポジウムの構成

【午前】

【午後】　

　ミニシンポジウムを開始するに当たり、コーディネータで

ある深野より、本センターの活動について、セミナーやワーク

ショップの写真も交えて紹介を行った（PPT資料参照）。

　上述した通り、本センターの新任教員合同研修プログラム

は、国立教育政策研究所の研究グループによる「新任教員

研修のための基準枠組」を準用して作成したものである。

　報告の一番手には、まずこの基準枠組について、その基本

的な考え方と開発の意義を、国立教育政策研究所の川島啓

二総括研究官にご紹介いただくこととした。

　次に、同じように基準枠組を参考にして、中規模以上の私

立大学が進める実践的ＦＤプログラムを開発されている立

命館大学と全国私立大学ＦＤ連携フォーラムの事例を、立

命館大学教育開発推進機構の井上史子講師に紹介してい

ただくこととした。

　本センターの新任教員合同研修については、本センター

ＦＤ研修プログラム検討ワーキンググループのリーダーを務

めた龍谷大学理工学部の林久夫教授にご紹介いただいた。

　最後に、2つの活用事例を対比させて、さらには全国的な

活用事例も視野に入れて、基準枠組の今後の活用と、大学

間連携の方策について、立命館大学教育開発推進機構の沖

裕貴教授に分析、評価をいただくこととした。

図１　ミニシンポジウムの構成

３　会場質疑・討論

　本ミニシンポジウムの参加登録者は71名であり、教員が

約70％、職員が30％程度であった。参加者の多くは各大学

のＦＤ担当者と思われるが、大学教育センター等所属は少

数であった。看護学部、看護学科の教員が10名以上参加し

ていた。

　会場討論では、参加者の多くが、ＦＤ活動、その中でも特

に新任教員研修にご関心があり、実践を重ねられている方と

思われるので、できる限りの時間をとって、新任教員研修の

実例を紹介し、基準枠組の活用方策について話し合い、今後

の改良・発展につなげる議論を期待した。

　まず、会場参加者に向けてコーディネータより質問をし、挙

手にて回答いただいた。

【質問１】

所属校で、新任教員研修を実施していますか？

　⇒ほぼ100％が挙手、挙手しなかったのは数人であった。

【質問２】

所属校で、授業方法や成績評価等も含めた新任教員研修を

実施していますか？

　⇒40％程度が挙手

【質問3】

「新任教員研修のための基準枠組」を知っていましたか？

　⇒20％程度が挙手

【質問4.】

基準枠組ではなく、研修の標準プログラムを提示した方がよ

いと思いますか？

　⇒挙手は数人であった

　この後、フロアとの質疑応答の中では、長年にわたる自己

流の教育方法に慣れてしまったシニア教員や、大学教育の

中で大きな位置を占める非常勤教員に対するＦＤプログラ

ムの実施について意見が交わされた（各シンポジストへの質

疑はそれぞれの報告を参照）。

　また、看護学部・学科の参加者に参加の動機等を尋ねたと

ころ、「看護師としての経験や自分が学んだ際の看護学の知

識はあるが、大学における教育とは全く違い戸惑っている。

専門領域の先生方からもアドバイスが得にくく、授業や実習

をどのように組み立てたらよいのか、何らかの知識が得られ

るのではないかと考えて参加した」とのことであった。

深野政之(一橋大学 大学教育研究開発センター・特任講師)

川島啓二氏(国立教育政策研究所高等教育研究部・総括研究官)

井上史子氏(立命館大学教育開発推進機構・講師)

林久夫氏(龍谷大学理工学部・教授)

沖裕貴氏(立命館大学教育開発推進機構・教授)

会場質疑・討論
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４　まとめ

　ミニシンポジウム開始前のシンポジストとの打ち合わせで

は、2つの新任教員研修プログラムの実践例を対比させるこ

とにより、「新任教員研修のための基準枠組」の有効性を浮き

彫りにするとともに、実践の中で現れてきた基準枠組の問題

点や不足している点を析出し、今後の基準枠組改訂の際に

役立てていただく材料として提供することを目論んでいた。

　しかし質疑応答の冒頭において、参加者の参加動機や問

題意識を尋ねたところ、多くは基準枠組の評価や活用方法の

分析といった部分にではなく、参加者が自大学で企画・実施

する新任教員研修に役立てるための、実践的な手法やプロ

グラムの実施例を知りたい、というものであった。

　

　こうした関心に対して、本ミニシンポジウムにおいて、大規

模大学が学内で進める実践的ＦＤプログラムの事例と、中

小規模大学が共同でＦＤセンターを設置して進める階層別

ＦＤ研修の事例の2つを紹介するとともに、研修プログラム

の企画・実践に携わったメンバーにより質疑応答が具体例

を交えて行われたことは、非常に有意義であった。

　また、ＦＤ活動と大学連携とが強い親和性を持つこと、基

準枠組とＦＤマップがＦＤ研修プログラムを企画する際の

有効なツールであることを、改めて確認しアピールすること

ができたことは、本ミニシンポジウムの成果と言ってよいで

あろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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国立教育政策研究所高等教育研究部 総括研究官　　川島　啓二

新任教員研修プログラムの基準枠組
～基本的な考え方と開発の意義～
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龍谷大学理工学部 教授　　林　　久夫

中小規模大学の連携による新任教員合同研修の実践
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立命館大学教育開発推進機構 教授　　沖　　裕貴

基準枠組の今後の活用と大学間連携の方策
-議論のための整理をかねて-
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立命館大学教育開発推進機構 講師　　井上　史子

教育の質を保証する教員職能開発と大学連携
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